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全 員 協 議 会 資 料 

令和６年 ( 2 0 2 4 )３月２５日 

市 民 文 化 部 文 化 ス ポ ー ツ 課 

 

宍道湖公園湖遊館 令和６年度実施予定工事について 
 

 

１ 湖遊館アリーナ床改修工事について 

 

  宍道湖公園湖遊館では、建設から３０年以上が経過し、地盤沈下の影響でアリーナの床面 

が沈下しており、スケートリンク（アイスパネル等）の設置に支障をきたしています。この 

ため、下記のとおり令和６年度に改修工事を行う予定です。 

 

(1) 工事概要   

項 目 内 容 

工事内容 
全体として１５cm以上（最大箇所で２２cm）沈下している床面の

全面修復。 

工  法 

オーバーレイによる全面修復 

【概要】 

 既存の舗装を６０cm程度はぎ取り、路盤＋舗装を行って、沈下 

を修復する工法 

【工法選定理由】 

 ①他の工法に比べ工期が短く、施設利用者への影響を最小限に 

抑えることができるため 

 ②他の工法に比べ工事費を抑えることができるため 

 ③今後２～３cm程度の沈下のおそれがあるものの、スケートリ 

ンクの設置に支障はないため 

工  期 
５月～１２月を予定（６月～１２月の７か月間は、工事のため施

設休館とします。） 

工 事 費 ９９,６００千円（令和６年度当初予算） 

 

２ 夏季利用について 

 

  上記のアリーナ床改修工事の工法等の検討を行う中で、夏季の利用者が限られていること 

や工事費及び維持管理経費の大幅な削減、冬季競技の普及促進などを考慮し、夏季利用を廃 

止する考えです。 

 

(1) 廃止理由  ①夏季利用者が限られている 

      ②スケートリンクの組立・解体に係る維持管理経費を削減できる 

（１０,０００千円程度／年） 

          ③床改修工事の工事費を削減できる 

           ⇒原状復帰（弾性ゴム舗装）に係る経費（４０,０００千円以上） 

          ④工法変更により令和７年度実施予定の「アイスパネル関連工事」の財 

源が確保できる(県の補助金、起債) 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R６ アリーナ床改修工事

R7 アイスパネル更新及び連絡配管改修工事

R8 アリーナ屋根改修工事

アリーナ空調機器更新工事

キュービクル改修工事

R10 トイレ洋式化改修工事

未定 ＬＥＤ照明交換工事

R9

年度 工事内容
工事期間

スケートリンク営業

スケートリンク解体

夏季利用期間

スケートリンク組立

４月 ５月 １月 ２月 ３月６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １２月１１月

          ⑤今後数年間、改修予定工事の実施により夏季利用ができない 

           令和６年度～令和９年度は夏季利用期間の休館を予定 

          ⑥冬期の利用期間を延長が可能となり、冬季競技の普及促進及び競技力 

向上につなげることができる 

（現行）１０月中旬～５月上旬 ⇒ （延長案）９月～６月 

(2) 夏季利用  令和７年度末を予定 

廃止時期  ※指定管理者の更新にあわせて夏季利用廃止の条例改正を行います 

(3) 参考資料  ①現行の湖遊館の年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ②夏季利用の実績 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※令和元年度及び令和２年度の実績は省略 

          ③今後の工事計画 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ※令和６年度～令和９年度は工事のため夏季利用を中止予定 


